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Sturm und Drangはその終末を迎えて終るのではなく，それぞれの悲
劇の第5幕の幕切れを以て終結する．1これはマッテンクロットが引用す
る，あの文芸運動にみられる特性の一面を捉えた興味ある指摘である．
勿論これがあの運動に参加した刺作家のすべてに妥当するか否か，には
大いに議論の余地は残るものの， ドイツ時代，ロシア時代を通じて， 40
年を超える長期に及んで意欲的な文学活動を継続した FriedrichMaxi-
milian Klinger (1752-1831)の全創作期の中で，第 1作Otto(1774)から
Stilpo und seine Kinder (1777)に至るまで只管劇作に熱中し， 9篇の戯
曲を矢継ぎ早に発表したあの第 1期？即ちクリンガーの Sturmund 
Drang時代の作品群にみられる，主題と形式における脈絡に乏しい変転
と多様性とに着目すれば，そこには連続よりも非連続，一貰性よりも完
緒性が優先し，その意味でさきの指摘は， Sturmund Orangの劇作家の
中にあってはクリンガーに最も適切なものといえよう．そこで，本稿で
はこのような解釈を踏まえて，第3の戯曲DieZwillinge. Ein Trauerspiel 
in filnf Aufzilgen. (1775)を対象に選び，その構造また内容からして，こ
れが最も強い独自性を有する作品であることをあらためて検証し総括し，
さらには後年のクリンガーにとってこの戯曲が唯一格別の存在であり，
彼のSturmund Drangの記念碑的な所産となったことを最後に確認して
おきたい．
I. Preisausschreiben der Ackermann-Schroderschen 
Truppe 
周知のようにハンプルクのアッカーマン・シュレーダー劇団が， 1775
年2月28日付の告知で20ルイスドールの賞金を付けて 3乃至 5幕の悲劇
或いは喜劇の新作を公募し，またそれに応じたJ.A. Leisewitz O 752-
5 
1806)の兄弟相克の悲劇JuliusvonTarentの一部を当時親交のあった
J.M.Miller(1750-1814)から教えられたことが，クリンガーのDie
Zwillinge創作の契機であった．
この事実と関連して， この作品で先ず挙げられることは構造上の特色
であり，その外形を決定ずけたものは劇団が提示した募集の条件であっ
た． これはまた当時の劇場の実際をも窺わせる興味深い内容でもあるの
で引用しておくと”…dalldasStUckvonderBeschaffenheitsey,dalBes
a)inAnsehungseinessittlichenlnhaltsaufdieBUhnegebrachtwerden
dUrfe;dallesauchb)umaufSTheatergebrachtzuwerden,keine
ausserordentlichegrosseKostenanungew6hnlichenmeidertrachten,
undsonstigenDekorationenerfOrdere;fern rc)nichtdieAnzahlder
agirendenPersonenUbersteige,diemanbilligerWeiseaufeiner
deutschenBiihneerwartenkann．d)ObwirgleichTrauerspielein
Versennichtganzausschliessen,sowerdenunsgleichwohldieinProse,
vonsonstgleicherGiite,viellieberseyn."3と極めて具体的実際的な要求
である．
これら公募の諸条件に従って， クリンガーは"ganzregelmalligesStiick
fiirsTheater"を創作したとミラーはフランクフルトのクリンガーの友
人RChr.Kayser(1755-1824)に伝えているが,4応募に際して劇団の条
件を遵守すべきRegelと見倣し，専らそれを尊重したであろう彼の執筆
の開始は7月末と推定され，完成稿はll月中旬ケーテを通してハンブル
クに送られたという．応募作品の選衡に当ったFr.L.Schr6der(1744-
1816)の判定理由は後記するが，それによってクリンガーの悲劇がライ
ゼヴイッツの作品と他l作とに優先し，受賞作としてl776年2月23日ハ
ンブルク劇場で初演された．
騎士劇Otto,ついでJ.M.R.Lenz(1751-1792)のDerHofmeister
(1774)を意識しての第2作，市民悲劇DasleidendeWeib(1775),或い
はこの75年当時まだその一部を創作中であったPyrrhusなどの戯曲にみ
られる登場人物の多数，プロットの多様性， また頻繁な場面転換一こ
れはクリンガーに限らずSturmundDrang全般を通じての傾向である
が一等の手法と比較して， クリンガーの第3作のもつ構造は全体的に
6
みて極端なまでに簡潔であり， またプロットの展開にも極めて乏しい．
テヴェレ河の辺,貴族の館を舞台にj双生児の兄弟GuelfOとFerdinando,
両親のAlterGuelfOとAmalia,Guelfoの親友GrimaldiとFerdinandoの
婚約者GrafinKamilla,主たる登場人物はこの戯曲の構成に必要な最少
限の6人に限定され， また場面の転換は館の中のSaalとZimmerの二カ
所のみである．恰も擬古典主義の作品を思わせるとまで評される，整然
としたこの構造上の特色は， クリンガーが先ず，如何に自作の外形を劇
場側の要望に適合させるべく，積極的な努力を桃ったかを窺わせるが，
またそれと同時に，綴密な計算に基づいて独自の構築物の形成を可能に
した， クリンガーの劇作家としての手腕の確かさをも示したことになる．
ここで， この兄弟殺害の悲劇を概観する前に，構成上の要点をいくつか
さきに挙げておくと，先ず， 5幕21場から成るこの戯曲では，その2/3
即ち14場を主人公たるゲルフオーが占め,I－Ⅲ幕の第1場には常に，
彼とグリマルデイーとの対話が設定されている．次に，戯曲の80％にあ
たるⅢ幕までのプロットの進行は外的なそれよりも，専らケルフォーの
内面の進展に集中され，彼の情熱の直線的な昴揚の経路と悲劇の緊張と
が完全に一致し， Ⅲ幕の終りを頂点として， フェルデイナンドー殺害の
あとのケルフオーは一気に弛緩し変容し，それと共に劇は緊迫した場面
を展開させながら，急速に終結に向かう． また，舞台におけるケルフオ
ー像があまりにも突出して，全く相反的な性格をもつフェルディナンド
ーは彼の憎悪の対象としてのみ存在し，その登場も僅かⅡ幕の2． 3． 6．
の3場にすぎず，両者互角に闘争する他作のような兄弟相克の悲劇とは
大きく趣を異にする． さらにまたケルフオーとの関連に於て不可欠の存
在としてのグリマルデイーは劇中に占める位置をゲルフォーと二分する．
以上略述したように， クリンガーのDieZwillingeはまずハンブルクの
劇団の条件に基づいて必要最小限の簡素な外的構造を基盤にしながら，
その上に構築されたものは，力点の配分が示す特異ともいえる内的構成
を有する作品である．以下この構成の実体を順を追って検出しながら，
この兄弟相克の悲劇の実態と本質を明らかにする．
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Ⅱ． "ErstgeburtundKamilla"
ZI.Z加加鍬グリマルデイーが宮廷で優遇されるフェルデイナンドー
と，ケルフオーの愛するカミラとの結婚を話題にして，ケルフオーを刺
激する．それに対し, G"e脆…meinBruderreitetaufdemAdleriiber
michhinaus.Aberherunterreissenwillichihn,w llihnimstolzen
Schwunghaschen,undniederschmettern!5とまずは対抗の決意を示し，
さらにフェルデイナンドーと自らとの不当な差別を憤る…Wennichseine
Titelhinschreibe,schmiericheinenBogenvoll.Schreibichmichgegen
Uberjheil3ts-RitterGuelfO,miteinemEinkommenvon500Ducaten.
...NichtsovielLandistmein,alsichmitmeinemDegeniibermessen
kann・Undwarumdennnun？Grimaldi,warumhab'ichnichts under
alles？…6グリマルデイーはピアノに向かい，強弱のメロディを交えてゲ
ルフオーの心を操り， また自らの挫折した生を語り，それを齊した者へ
の復譽を口にする． Gγ伽α".GuelfO,Dirfehltnichts,alsGlaubenan
Dich,undDubisteingemachterMann,derallesmitGewaltnachsich
zieht・Sieh,ic bineinzusammengedrUckter,gewUrgterWurm,dersich
kaumaufWendenkann…FUrmichistNaturundLebentodt,weilman
mirdenSinndafiirunfreundlicht6dtete.InmeinemLebenmOcht'ich
michanEinemrachenjmichdanninmeinKissenhiillen,undmit
Wolluststerben....DertraurigeMantelderMelancholiehatsichum
michgeschlungen,ichwillweinen.…7グリマルデイーは無力とメランコ
リーに包まれた自身をケルフオーに晒し， それによって衰えた生に対す
る嫌悪感を彼に抱かせる． このグリマルデイーなる人物，以後次第に明
らかになるように，彼はケルフォーの情熱を知り尽した上で，時には同
情し，勇気付け，不正に対する怒りを掻きたて，復讐の実行へ追いつめ
る，巧妙でまた最も危険な煽動者である． 2.出産を介助した宮廷医に双
生児のいずれが長子か，求める答の得られぬまま，苛立つゲルフオーを
グリマルデイーは鏡の前に導き, G".DieserBlick!diesesWesen!diese
sichausbreitendeMenschenbeugendeGluthimschwarzen,grossen,
rollendenAuge!-GuelfO!DubistfiireinK6nigreichgeboren､8と偉大を
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称え， さらに兄弟の関係まで否定してみせる. G".GuelfO!DubistFerdi-
nandosBrudernicht.Ha!WiekamstDuunterdasGeschlechtdieser
Schwachen？Dubistvertauscht1ODubistsonichtgeboren1Sieh
Dichan,kOniglicherGuelfO!…GH6rtestDudenDoctor？Manwul3te
nicht,welcheresware,weilmannichtwissenwollte!weUseineheuch-
lerische,sanfteMieneschondamalsderAelternHerzansichbannte!9
ゲルフォーの疑惑は次第に確信に変じ，長子の身分，両親その他すべて
を掠め取ったフェルディナンドーにその返還を要求する.G.Herausgeben
sollstdumirdieErstgeburt,herausgebensollstdumirVaterund
Mutter,herausgebensollstdumiralles;oderichwilldichwUrgen,wie
Kain,undverflucht,denMordaufderStirne,herumirren.10兄弟殺害の
原初の寓話であるカインに自らを重ねるが，長子権の略取に関るのであ
れば，ゲルフオーが演ずるのはむしろエサウであろう． フェルデイナン
ドーとの兄弟の関係を疑わせたグリマルデイーは，ゲルフォーの昂る怒
りを助長して， さらに父子のそれまでも否定する． G".Dubistdesalten
GelfOsSohnnicht.DubistausserdemBettegezeugt.HatereinenZug,
einFaserchenamLeibe,wieDu？GuelfO1l13.-5.頑な息子に槌るように
家族の愛を訴えるアマーリアの姿は，固定的な役割に拘束されるこの劇
の人物像の中では唯一自然であり， クリンガーの初期作品に時としてみ
られる写実的手法の成果のひとつがここにも認められる．ゲルフオーも
またこの母に対してのみ，遂には甘えにも似た恨みを語り，束の間の和
らぎを示す．ケルフオーとの宥和を求める老ケルフオーは，その直後に
届くゲルフオーの小作人に対する暴行の報告に忽ちにして激怒する．名
を同じくするこの父子は，激昂し易い気質も共有していることになる．
この幕の終り，ゲルフォーの短かなモノロークには，両親の愛と祝福，
家督とカミラ，すべてをフェルデイナンドーに奪われる無念の思いが繰
り返され， とりわけカミラヘの断ち難い愛着が生々しい．
以上I幕の一部を拾って，ゲルフオー家の家族の関係に悲劇に至る危
険性の存在をみたが，併せてここに明記しておきたいのは，長子権の問
題を悲劇の根幹として，双生児を登場させ， しかもいずれが真の長子であ
るかを最後まで不分明のままに終らせる， この二点にクリンガーは劇作
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家として非凡の手腕を示したことである． シュレーダーもライゼヴイッツ
の応募作に対するクリンガー劇の作為上の優越をそこに認めて， ”…bis
ihm(Julius)dasdritte(Trauerspiel):DieZwillinge,denselben(Preis)
dadurchabgewann,dalSesdiemachtigegewaltigeTriebfederder
unentschiedengebliebenenErstgeburtvoraushatte.,Werbeweistmir,
dallnichtichderErstgeborenevonunsZwillingenwar?@Dasentflammt
denwildenhintennachgesetztenGue肋,unddarUb rfall nsie
beyde."12これが公募の受賞作としてDieZwillingeが掲載された1776年
7月の"HamburgischesTheatel:l.Band"の序文に記すシュレーダーの，
応募3作に対する判定理由であった．
"1.Sααﾉ.カミラを伴ったフェルデイナンドーの帰館に心を奪われる
ゲルフオーを相手に， グリマルデイーはひとり語りのように，ユリエッ
テとの愛によって再び精神の高揚に恵まれながら， フェルデイナンドー
に反対され，傷心のあまり世を去ったユリエッテヘの愛に献身する自身の
いまを語り続ける.G"….unddasiestarb,starbGrimaldi!AlleHofmung
undLebenentquollmeinemHerzenmitdenblutigenThranen.Bruder!
Dirdarfichssagen,dallmirjedeNachtihreblasseTodtengestalt
erscheint,dal3ichsiesokaltinmeineArmefestdriicke,dal3siemir
winkt,unddallsiemichnachsichzieht.OJuliette!Juliette!13フェルデ
イナンドーによってユリエッテを失ったグリマルデイーは，いまや彼に
よってカミラの愛を奪われたゲルフォーの嫉妬を煽り始める．ゲルフオ
ーもG.-IchkannDichversichern,ichalleinkanndasWeibanihr
finden,dasanihrist,dasWeibdestapferenRitters,demsieSiegskronen
mitLiebewindet,k6mmtervomFeinde.Ihmistsienichts.…'4と対抗す
るが， G"､UnddasWeibhater？G・UnddasWeibhater!151幕では
長子の問題を， この幕ではカミラを持ち出してグリマルデイーはケルフ
ォーを刺戟し挑発する． 2.カミラと共に両親に迎えられるフェルデイナ
ンドー．再会を喜ぶ家族のこの劇中唯一の幸福と活気に満ちたシーンで
ある．姿を見せぬゲルフォーの様子を問うフェルデイナンドーに父は嘆
き,A""G"el/b....Ichseh'ihnmanchmalineinemMonatnicht,den
wildenGuelfO・Ferdinando,erwirdimmerunbandiger,stolzer.Rach-
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ノ
／
gierigister;st611tmichundseineMutterinsGrabimblindenZorn…．
また彼とは不離不分の存在であるグリマルディーの危険性を指摘する．
A.G….Ichwollt',erhingdemGrimaldinichtsoan,dermaihn
traurigdazumitseinerMelancholie;dasverdirbtihnvOllig・Grimaldiist
eindiistrerMensch,derNachtsimFeldlauft,beySturmundWind,und
zudenSternenruft.DerKirchhofsollseinliebsterAufenthaltseyn...
DasistGuelfOsGesellschaft.16老ケルフォーは一方をwild,他方をdUster
とそれぞれの実態の表面を捉えて，後者が前者に及ぼす悪影響を憂えて
いるが， この両者を，共に求めて現実には得られぬものに病的なまでに
執着する，人間の相反する表裏二面の形象と理解すれば，同じく根底に
メランコリーを共有することから，彼等もまた一組の兄弟，いや劇中で
はむしろ一対の双生児的関係にあるとの解釈も可能でる． 3.-4.始めて
カミラに接したグリマルデイーはその優美を賛えるが，次の場のモノロ
ークではまたユリエッテヘの切実な想いを語り，最後にフェルデイナン
ドーヘの復譽を断言する． 5.-6.ひとり部屋に残るカミラにゲルフオー
は愛を訴え唇を奪うが，現われたフェルデイナンドーは，そのくちづけ
を兄弟の愛のしるしとしてゲルフオーの挑発をかわし，逆に翌朝の遠駆
けに彼を誘う．
IIZI.S航γ加〃"dN"c".ゲルフオーの内面の推移と劇の進行とは完全
に一致する， と先に記したがその意味で， この嵐の夜のⅢ幕が悲劇全体
の頂点を形成している．暗い部屋，明かりを手に現れたゲルフオー．夜
の闇にひそむ悪霊に挑むように, G.Ha!verfOlgtmichalles?AlleDamo-
nenundalleGespensterderNacht？Meinb6serGeisth伽gtmiraufdem
Nacken,erlal3tmichnicht,stirrtmichausallenWinkelnan.Blas'zu!
Vergift'mirjedesFaserchenmeinesHerzens!WUhl'giftiginmeinem
Blut!…DieGIockeruftdumpf,derSturmsaulltUberderTiber・Eine
sch6neNacht!-Ferdinando,gib asWeib!F rdinando,gibdie
Erstgeburt!...17暗い怨念にとり懸かれた自身を識りながら，要求は一貫
して変わらない．傍らのソファーに眠るグリマルデイーに気付いて揺り
起こし，既に自身とは不可分の存在，分身である筈の彼に自らとの一致
を求めるように, G….Grimaldi!ichmull!ichmul3!DasSchicksalsprach
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aus, ichmuIB!…Entschlunistda,VOllbringenistda!…Ichmu6!-
Grimaldi!wennichnichtmiillte-ImSturmesausenb6seGeister:
Guelfo,dumullt!-18と決意を語る．これは， この夜相続契約書を盗
み見て，すべてがフェルデイナンドーに， 自身には年俸500ドウカーテ
ンが与えられるのみ， を確認し， また激昂した老ゲルフォーに槍で打ち
のめされた瞬間に，彼を父ではないと断定したことに由る決心であると，
ケルフオーはグリマルデイーに打ち明ける．劇全体を通じて最も力点が
おかれたこの場では，ケルフオーの決意をさらに揺ぎないものにするか
のように， グリマルデイーも極めて多辨になり，ゲルフオーに加えられ
た不正を怒り憎悪を露にして,G".Menschheit!Menschheit!Einefeind-
licheHandschiitteltedenLoostopf,dieStimmeschriedrein:Verflucht
fall'esaufdiebeyden!Sofielsaufuns,ausgeleertmitHall.Wirbeyde
sindvernichtet,ohneRettungundTrost・IndiesemAugenblickiiberfallt
michMenschenhal3…LallunsdieMenschenanfallen,wenndasAeltern
thun!LaISsieunszerreissen!…Halichwerd'wahnsinnigmitDiriiber
dasGeschick.ケルフオーもこれに呼応して,G.Mord!Mord!undwenn
ichsdenke,stehnmirdieHaarenicht.と強気になるが，しかしまた何か
に怯え, Grimaldi!rettemichvormeinemGeist!Rette,rett mich!...
Horch，h6rstDunichtTrauermusik？H6rstDukeinLeichengeheul？
Grimaldi1Ha1nichts？、ichts？H6rstDunichtWehklagen？Ha1l9ケルフ
ォーに与えた効果に酔ったように， グリマルデイーは続けて，優しい友，
すべての不幸を癒してくれるものとしての死を賛美してみせるが，ケル
フォーは復讐を遂げた後の死こそ二重の幸福と応じ， さきのグリマルデ
イーの多辨に対抗し，長広舌を揮って自身の復讐を正当化する．次はそ
の一部であるが, G.…Undwenn:ichdenk',Grimaldi,wasdasLeben
ist;wieeiner,dereinevermOgendeSeelehat,tiefbeyderErdelieg
undeinandrermiteinemschwachen,eitlen,schmeichl rischenGeist
iiberihnhinausschreitetundhochsitzt!IchbinnurGuelfO…Underist
aufdemWeg,mitdenmirgestohlnenGiitern,mitdermirgestohlnen
Braut,Herzogzuwerden;undichbinaufdemWeg,einNarrzuwerden
Uberallesdas!Aberabdringenwillichsieihm!ersoIIsiehergeben,
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oderseinLeben!20フェルディナンドーヘの羨望と'|曽悪を根底にして，自
身と彼に下された家族の不当な決定に対する怒りと反抗は益々強固なも
のになり，長子権とカミラ引渡しの要求はいまや一切が無か，全く選択
の余地のない危険な心の情況の中へケルフォーは自らを追い込んでいく．
2.-3.ゲルフオーを案じて深夜部屋を訪れ，一途に息子の魂の平安と愛情
を哀願するアマーリアに，ケルフオーは苦しみから逃れるべく， いずれ
が長子か最後の答を強制する. G.NunMuttel;sag'mir!-sag'mir!-
A"､α"α・DeinAugerolltmrChterlich…GuelfO,bergemichvorDeinem
Blick!G.Schaumichan,GuelfOsWeib!MachdennmeinerQuaalauf
EinmaleinEnde!Antwort'mirtreu!A.WennichDirhelfenk6nnte!-
Eil1eil1z6grenicht1-WasstockstDu？Eildoch1G,Weib，wervon
DeinenS6hnenistderErstgebome？…Antwort'aufdieseFrage,Mutter!
Ichlal3'Dichnichtweg,underliegstDuunterderAngst!Weristder
ErstgebornevonDeinenS6hnen？A・Ferdinando.G・Mutter!AuchDu
willstGuelfOdurchmgenbetrUgen2..Mutter,wervonunsbeydenist
derErstgebome？A・ErbarmDichmein1ErbarmDichunserallerゥ
schrecklicherWiirger1G・BeliigstDuDeinenGuelfo？A､BeyderAngst，
diejeeineMutterwegenihresKindeserlitten!ichlUge icht.C.Ferdi-
nandowars？A､Ferdinandoists1…G.Nun,Mutter!Woranerkennetlhr,
dallFerdinandoderErstgeborneist.A.Ichw illnicht-DeinVater
sagts.Alsichzumirkam,hieltichEuchbeyde,undvergallalles.…21
双生児の出生に際して， フェルデイナンドー長子，ゲルフォー次子の決
定は自然の秩序ではなく，父ゲルフオーの意志によって下されたことを，
追求の果てに母から引き出したゲルフオーは， この家族が自らに強制し
た不正の秩序に対する復讐の為に，憎悪するフェルデイナンドー殺害を
遂に決断する．家族との最後の絆であった母の去ったあと,G・伽〃"ノー
Mutter!Mutter!Mutter!…EinewunderbarenochniegefiihlteEmpfin-
dungdurchdringtmich.Ha!ocheinmalhatihreLiebemeinHerz
weichgemacht…GuteNacht,Mutter!-("αc〃〃γ剛刎H6rstDu？
GuteNacht!Gotterhalt'Dich!geb'Dil;wasichnichthabe-gute
Nacht!keinemehrftirmichaufdieserErde,vielleichtkeinemehrfiir
13
Dich!-Grimaldi!-Schlaf,Trauriger!…Duverlantmich,allesverlant
mich!…AuchKamillatrauert!Wehmir! owehmir!-Ferdinando!
...dieErstgeburtundKamilla!-WennDusienichtgiebst-(sie"
｡"泥"s腕"sM)Ha!dieblutigenStrahlendurc dieNacht!die
erschrecklichenGespensterldasHeulenundGesaus!…22自らに最後の
断を下したこの場のゲルフオーのモノロークには，外に吹き荒れる嵐と
は逆に， もはや激しさは消え，疑惑に苦しみ憎悪に駆られて，宿命的に
決定的な行動に至るしかない人間の静かな諦念の趣さえも看取される．
ゲルフォーと長子権
以上Ⅲ幕まで要約して, "ErstgeburtundKamilla!!を要求するケルフ
オーの姿勢は昂りながら終始一貫するが，既に明らかなようにこの悲劇
の根本テーマは，封建的絶対的な父権支配の貴族世界における，家族の
秩序の絶対的な権利である長子権の問題である．老ゲルフォーが求める
家族の秩序は，既存の秩序として通用し，確固たるものであることが要
求される．そこでの長子権には，それに基づき長子が家督相続とそれに
つながる所領，富の一切を獲得し，他はすべてを失う絶対的な不平等が
存在する．母を追求して，一切の自然権に背く，父の窓意による長子権
の剥奪を確信したケルフオーは，それに基づく家族の秩序に屈従する必
要は全く認めず， また家族とのすべての和解，妥協を拒否し，不当な家
族の秩序に対する憎悪に燃え，それに対して反逆する． しかし，ゲルフ
オーの憎悪の矛先は，家族の長として秩序を維持する父には向けられず，
両親の愛情を独占して長子権を詐取し， また愛するカミラを奪ったとす
るフェルデイナンドーに向けられ，その返還を要求する． これは言わば，
作意による対象の転換であり, DieZwillingeは題名が示す兄弟相克の様
相を一面には呈しながら，既述のようにこの作品は，貴族社会の不公正
な権利秩序のはらむ矛盾不当の問題性と，それに運命を決定された個人
の悲劇であり， ここにみられるクリンガーの努力の中心は， この問題性
が生み出した状況を克明に刻印することに向けられている．
マルティーニはこの家族の不正の体制を敷術して，老ケルフオーの支
配する絶対的な家族体制の下では， 自然な愛情，道徳的な関係と雛も家
族の秩序の維持に反する場合は，不正としてその存在は許されない． こ
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の言わば非人間的な体制は， しかしまたそれ自体が不正となる,23と指
摘する．ゲルフォーが真っ向から対決したのがこの不正の体制であり，
それに対して無制約に自我を主張する権利を保持し，それを実行しよう
とする．不正の秩序に対する個我の絶対的な自己主張とその自滅という
構図で捉えれば， これもまた典型的なSturmundDrangの悲劇のひとつ，
と理解されよう．但し，ケルフオーの形姿に就て付言しておくと， 自ら
の運命を決定した長子権の剥奪に対して家族に反逆し，復譽の手段とし
ての兄弟殺害に至るまでの内面の経路を辿れば， 自身の破滅と引替えに
家族を崩壊させる決意を抱くに至るまで，寧ろ彼は駆り立てられ，追い
詰められて，その絶対的な制約，束縛から逃れるために家族を破壊する
弱く受動的な性格をより強く示している．従って彼はSturmundDrang
のあの勇敢で積極的な主人公，所謂'1htundKraftmenschとはなり得ず，
またあまりにも一方的に強烈な自己主張を貫こうとしたケルフオーは，
SturmundDrangが愛したdergrol3eKerlのひとりとも言い難い．兄弟
殺害に至るまでの直進的な昂揚に比して，復讐の目的を果した後の次の
Ⅳ幕でのゲルフォーには異様な人格の弛緩が認識される．
グリマルディーとゲルフォー
固定的な役割を与えられたこの劇の登場人物の中で，最も興味を惹く
存在はグリマルデイーである．ゲルフオーとの関連で触れたように， こ
の悲劇では不可欠の人物であり，劇の展開を決定ずけているものは，誘
導する者とぎれる者としてのグリマルデイーとゲルフオーとの対決であ
る． この両者の関係にさきにも触れたが，マッテンクロットもこの両者
に題名の示す双生児の本来を該当させ,24マルテイーニはグリマルデイ
ーをケルフォーの二重像，対照像として，ケルフォーを際立てる存在で
あるとする.25マッテンクロットはまた,SturmundDrang文学に内在
するメランコリーに焦点を定めて，その特性を把握しているが， この作
品での対象はゲルフォーと，就中グリマルデイーである．グリマルデイ
ーのメランコリーは一切の営為の可能性を失った受動的な閉塞状態を彼
の現実としている．ゲルフォーは現在と未来の状況に拘束され， グリマ
ルデイーは過去に捕われいる．彼にとって現実たり得るものは，それが
彼の過去に繋がるもののみであり，彼の一切の不幸は既に過去に形成さ
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れている.26現在の幸福とは，過去のそれ，かつて経験した華やかな日
日，就中ユリエッテとの愛に自らを拘束し，只管それに忠実であり続け
ようとすることにある． このメランコリーの頑強さ，硬直した感覚， さ
らには絶対的独善的な態度はまたケルフォーにも共通である．マッテン
クロットはさらにグリマルデイー像に付言して，彼には頽廃した自我と，
それを第三者の如く客観的に観察する態度がみられ，その間隙に自己の
悲哀を快楽とする自虐的な一面が認められるとするが,27反之，すべて
を奪い去られたケルフオーの現実との対決は自己に忠実であろうとする
限り，悲哀は憎悪を益々増幅させる強固な基盤を固めさせるのみである．
このケルフオーに対して煽動者としての機能を与えられるグリマルデイ
ーは，既に触れたように， 自らの無力，憂愁，悲哀をゲルフオーに浸透
させ，それによって彼は勇気付き， さらなる憎悪を掻きたる．テキスト
の引用を両者の対話の場面に重点をおいてきたが，それらで明らかなよ
うに， グリマルデイーはゲルフォーの心を実に巧妙に操り， 自らの目的
へ誘導していく. ZI.で早くもケルフォーの心の底に起爆装置を組み込
んだグリマルディーは，以後の対話の各場面でその危険な機械を作動さ
せ続けるのである．表現を替えてグリマルデイーの機能に付て今ひとつ
付加すると，彼はこのDieZwillingeなるひとつの人形劇に登場する一個
の人形としてその役割を果すと同時に，ケルフォーを，いやこの悲劇全
体を操る巧みな操り手としての機能を有する，二層構造的な存在である
といえる．劇中，演技者にとっては恐らく最も魅力的であろうこの登場
人物を，ハンブルクでの上演に際して演じたのは，応募作の錐衡者であ
り，劇団随一の俳優として知られたシュレーダーであった．
Ⅲ、 GuelfO-Kain
Ⅲ1.-3．劇全体の8割を占め，しかもプロットの展開に乏しい始めの
3幕に対し，残る2幕は一変して劇的効果に富んだ場面を連続させなが
ら，急速なテンポによってこの悲劇を終結させる．翌朝，ケルフオーと
遠駆けに出たまま戻らぬフェルデイナンドーに不安を募らせながら，
カミラとアマーリアは結婚式の衣装を選ぶ．そのさなか異様な気配に，
A､Horch1-Ha1k6mmtjemand？Kα”"α.ErschreckenSiemichnicht
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- A. Mich deucht, es kame jemand geschlichen nahe zu mir. K. Ich 
hor so oft meinen Namen mit banger Stimme rufen臨現れた老ゲルフォ
ーも，昨夜の嵐にフェルデイナンドーの愛した庭木が裂かれ，また修道
院の弔いの鐘を聞いた者があると話し，ゲルフォ一家におきる不幸を恐
れる．姿の見えぬゲルフォーを求めてグリマルデイーが眠り過ごした自
身を呪い，また最良の息子を突き放したと老ゲルフォーを非難する．そ
こへ，鞍に血のつくフェルデイナンドーの乗馬が，続いてゲルフォーが
疾駆して戻ってくる． 4.カミラとアマーリアにフェルデイナンドーの所
在を追求されたゲルフォーは反抗的に，神に問われたカインの言葉を自
身におきかえて投げ返す． G.Hi! hi! was weiE ich ! Bin ich Huter Deines 
Brliutigams, schones Mad ch en? Bin ich Huter Deines Sohns? 29二人の
去ったあと， G.(allein, nach einigem Schweigen) Wo bin ich? (Mmmt vor 
den Spiegel)臨cher!臨chermit flammendem Schwerdt! Hast du einge-
graben auf meine Stirne den Mord? hast du ausgesprochen iiber mich, 
daB die Himmel zitterten : Unstlit und fliichtig!30 - Hast du's? den 
Flu ch noch nicht? 3]ゲルフォーはカインと同じ兄弟殺しの罪に怯え，下
される審判を恐れる．額に印はなくとも鏡の中の自像を正視するに耐え
られない． G.- Ha! ich kann mich nicht ansehen ! ReiB dich aus dir, 
Guelfo ! (zerschldgt den Spiegel) zerschlage dich, Guelfo !―Guelfo! 
Guelfo ! geh aus dir !.. 32同じ鏡でグリマルディーが称えた姿は虚像であ
り，行為のあとの自らの実像をゲルフォーはその中に見たことになる．
この始めて知る殺人者の伴しく，厭わしい姿を，鏡を打ち砕くことによ
ってゲルフォー自身が否定する．復讐を遂げ目的を果したゲルフォーは，
いまは漸く与えられる筈の安息，即ち眠りを求める． G．—Jetzt wil ich 
schlafen ! 0 jetzt wil ich sanft schlafen ! Ferdinando lieB mich lange nicht 
schlafen…Ich wil schlafen, Blutiger ! und wenn tausend brennende 
Dolche durch meine Seele gingen. Gute Nacht, Guelfo ! hi! hi! gute 
Nacht, Guelfo!33 5.しかし，その眠りをここではグリマルデイーが妨げる．
G. Was storst Du mich im Schlaf? Weg ! ich wil den Schlaf herzaubern. 
Ich muE, muE schlafen. Hinaus!34この眠りに関してであるが，一方が眠
り他方がそれを妨げる行為は， Il.1.とこのIV5.では両者全く相反し，
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その後に現れる様相もそれぞれ互いに相反的であるといえる．決定的な
行為の前には，只管復譽を求めたケルフォーが，今はただ眠りを必要と
するのに対し， グリマルディーの姿は復譽の煽動者から，兄弟殺害の事
実を問い質す者へと，次第に微妙に変貌する． G".DuhastdenBruder
ermordet？G,DenFeind1（stMｵ〃αc〃肋"0)denDiebderErstgeburt!35
フェルデイナンドーの絶命の様を克明に語り，彼の非業の死を悲しみ，
下手人を呪うであろう家族には傲然と反発すると語る中に，ふとゲルフ
ォーはグリマルデイーに怪しい変化を感じ, G.…Grimaldi!WasfalltDu
michansohart？…Duhaltstmichimmerfester-DeineHandwird
immerfeuriger-36グリマルデイーの中にフェルデイナンドーの存在
を悟り，HastDudenBundmitihmge acht？IstseinGeistinDich
gefahren？…BistDunichtGrimaldi,dermirgutwar?37この幕の始め，
姿なき姿で母に忍び寄り，声なき声でカミラに死を告げたフェルデイナ
ンドーが， ここではグリマルデイーの姿を借りて，始めてゲルフォーに
挑みかかる， ということであろう．
Wrl.-2次子による長子の殺害を，その屍の前で弾劾する父に対し,G.
ErhatmirdieErstgeburtgestohlen,hatmichverdorbenundlhr!Er
hatmirdiesegestohlen,diebleichdaliegt.Ich rschlugihn,daermir
dasMeinigenichtgebenwollte.彼にすべてを奪われたが故にと答え，
…Racher!Racher!-Ichhab'ausgeredt.("e油〃〃sjc".)38もはやすべ
てを語り尽したとして， 自身を弛棄した姿勢を示す．家族の長として秩
序を維持する父ケルフォーは， アベルを失ったアダムとして， もはや無
言無抵抗のケルフォー・カインを自らの手で裁く.A.GIchsteheda,
wieAdam,alsihmderGerechteerschlagenward.Evaheult,dieBraut
klagt,KainfluchtdenAlten…Sollerirren,doppeltverdammt,unstatt
undfliichtig？…DerBlutigeruftRache!-RachenwillichVater
GuelfOsSohn!errettenvonderSchandeGuelfOsSohn!lebenim
Jammerverwaist-(sIM""〃〃jg"〃)39
この悲劇に相応しい幕切れ，必然的な終結である．ゲルフオー・アダ
ムはケルフォー・カインに対して神の代理を勤めるが， これは父として
の彼に残された最後の愛の行為であり，ケルフオーを我が手に掛けるこ
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とによって， フェルデイナンドーの殺害者に復譽し，同時にまた，神が
びと
カインに与えた, ,,unstetundfliichtig!!地にさまようさすらい人たる罰の
苦しみと汚辱からケルフォーを救うのである．最後の姿勢が示すように，
ケルフオーも父に内在するこの裁き手，復讐者としての権威を承認して
いる． しかし，彼がすべてを賭けて反逆した封建的な貴族社会の権利秩
序がはらむ矛盾の問題を，家族の長としてその秩序の維持を絶対視する
老ケルフオーは最後まで理解していない． このような父に対する死の前
の沈黙，復譽する父に対して,verhiilltsich両手で顔を覆うというゼス
チュアに至って，ケルフォーの悲劇性は始めて完全に充足されたとみる．
これに就てのマッテンクロットの解釈によれば， 自らを呪縛し続けた悲
哀と，それに発端する激情とから最後まで脱却し切れなかったケルフオ
ーのこの姿には，その外皮の下に最後の反抗と， さらに穏やかな悟りの
二重性が刻印されており，無制約の自己主張と現実の道徳原理の正当性
との和合が彼の良心の中に成立して，犯した罪過の代償として， 自身を
提供する最後の自己主張が斯様な形で示される， という.40しかし，例
えばヒュイッセンなどは， メランコリーを主題とする心理学的な見地か
らのマッテンクロットの解釈と，マルテイーニの社会批判的なそれとを，
DieZwillinge或いはSturmundDrang運動の理解に対するすぐれた貢献
として，時には両者を比較してみせるが,41ゲルフォーの最後のゼスチ
ュアの，無制約の自我の主張と道徳秩序の最終的な一致和合という後者
に重点のおかれた把握は，やはり60年代の研究の限界を示すものといえ
るのではないか．ケルフォーのSichVerhUllenをさらに積極的に解釈す
れば，彼は死の場面に於て漸く自らを操る人形遣いの糸を断ち切り， 自
らの最後は自らで選ぶ，即ちそれは自決の意思表示であり， もはや役割
は終えたが，死に至るまで一貫して変らぬ，不正の秩序に対する彼の断
固たる反抗の姿と捉えたい．マルテイーニは兄弟相克を好んでテーマ
とするSturmundDrangの悲劇の動機を，封建的秩序の中にのみ限定せ
ず，体制の根本である家族の構成そのものにも，それを求めることを提
起しているが， この悲劇の終末に就て彼の意見をさらに敷桁していえば，
家族にある総体的客観的な権威が，それを構成するひとりの無法な自己
主張者に屈従を強制し，その生命を犠牲として提供せざるを得なくさせ
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たのである．
IV.ProspektentwurfzurAnkUndigungderGesammelten
Werkeinl2Banden
DieZwillingeは既述のように公募の入選作としてl776年2月ハンブル
クで上演され， また同年7月,"HamburgischesTheater.l.Band"の巻
頭に掲載された． シュレーダーの受賞理由を述べた序文がこの第1巻に
添えられ， さきにその一部を紹介したが, SturmundDrangの所産の中
で同時代人から非難と称賛， これ程極端に評価の分れた劇作品は他には
なかったとされている．例えば前者の代表として屡々引合いに出される
G.A.Burger(1747-1794)などは”…Esistkeineinzigernatiirlicher
Characterdrinn.DerGuelfOisteineBestie,dieichmitWoIgefallenmr
einentollenHundtodtschiel3ensehenk6nnte・VOnLisboabiszumkalten
ObyjwieRamlersingt,istaul3erdemTollhausekeinsoIcherCharacter
..､Kurz,bleibtmirmitdenZwillingenvomLeibe!…"42グリマルディー
などは劇中不要の人物と酷評するビュルガーの，ケルフオー像"、の反擢
も全く手厳しい． これに対しまた例えば, NeuergelehrterMercurius
aufdasJahrl776,Bd.4.にみられる劇評は,"DasersteStUckindiesem
BandeisteinTrauerspield sHerrnKlinger,dieZwillinge.Nach
unseremUrtheileinsdervorziiglichstenProdukte,diejemalenauf
deutschemBodengewachsensind.Wirhabenaucheinigesdaran
auszusetzen…vielleichtisteseinwenigzulang,vielleichtsprichtund
schreytGuelfOeinwenigzuviel:-aberiwennwirunsderWirkung
erinnern,welchedieVOrstellungaufalleZuSchauer..､geth nhat,so
vergisstmanalleCritik,undwirdversucht,inLobsprUcheauszu-
brechen,denenderLesernichtglaubt,weilersienichtmitdemGefiihle
lesenkan,womitsieniedergeschriebenwurden､WemdasStUckim
Lesengefallt,derkommenachHamburgundsehees; dennauf
welchemTheatersonstistderB"0h畑α"〃,derdenGuelfO,ndder
Sc吻沌d",derdenGrimaldimachenkOnte?…"43とこの作品の演劇効果
に高い評価を与えている．活字を通して劇作品に接した批判者と，その
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舞台を目の当りにした劇評家との，それぞれが受ける印象の根本的な相
違が，例に挙げたこの両者から読み取れるが， この差違はその体質から
してSturmundDrang劇に於て最も顕著であろう．なお後者の劇評から
は，ハンブルク劇場でのこの悲劇の上演から，内容の激しさに強い感動
を受けたK.Ph.Moritzの"AntonReiser"(1785-90)の主人公と軌を一に
する作品への共感が汲みとれる．
ではクリンガー自身はDieZwillingeをどのように評価していたか．
それに就ては1780年のロシア移住後のクリンガーが示したこの作品と，
移住前のすべての劇作品に対する扱いにみられる著しい懸隔が明確な解
答を与えている．即ち，移住後のクリンガーは, "EM.mingersTheater"
(1786-87.4T℃ile.Riga),,,FM.mingersNeuesTheater"(1790.2T℃ile.
Leipzig),,AuswahlausFM.mingersdramatischenWerken"(1794.2
Bande.Leipzig)と三度に及んで自らの劇作品集を出版し，さらに最後に
自選の作品集"FM.mingersGesammelteWerkeinl2Banden@,(1809-
1815.K6nigsberg)を刊行しているが，恰も駆り立てられたかのような劇
作集中の時代，即ちクリンガーのSturmundDrang期の所産から，これ
らの作品集， さらにこの"GesammelteWerke"に収められたのは，実
にDieZwillingeのみであった．
1985年6月資料蒐集に訪れたフランクフルトのFreiesDeutsches
Hochstift.FrankfurterGoethe-Museumが所蔵するクリンガーの手稿か
ら，友人カイザー宛の1773年8月23日付の書簡を本誌32号で始めて公表
したが，同時に閲覧した手稿の中に， この,,Werke6@の公刊を企図したク
リンガーが， ケーニッヒスベルクの出版業者G.H.LNicolovius(1767-
1839)に宛てた1803年11月13日付の書信と，それに添えた収録予定の作
品目録の草案があり， これもコピーして持ち帰ったので，適切な参考資
料として写真版でこの稿末に掲載しておきたい． これで明白なように，
1809年から順次刊行されたこの12巻本の作品集に於ても,DieZwilling;
Trauerspiel.が青年期の唯一の所産として，第1巻の巻頭を飾っている．
但し成立年の1774は,,Theater"以来の，後年のクリンガーの記憶の誤り
で正しくは1775年．成立年代順の列記から，以下の収録作品はすべてロ
シア時代の産物である．
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ドイツ時代の終りの既に早い時期に， 自身のSturmundDrangに訣別
の態度をとったクリンガーが，後年の作品集には唯-DieZwillingeを採
択した事実のみでなく，彼が示したこの劇作品に限っての格別の愛着を
物語る事柄にも触れておかなければならない．先ずそれは， さきに挙げ
た,,Theater"(1786-87)出版の為に，初版即ち"HamburgischesTheater.
l・Band"(1776)に掲載された稿体に，文法，正書法，句読点などに関る
自身特有の傾向を修正すべ<積極的な努力を桃ったことである．次に，
,,Auswahl"(1794)にはDieZwillingeを，その全体にわたって広く加筆修
整を加えられ， より説明的に， より穏やかに大きく変貌した改作版とし
て登場させていることである．因みに，本稿で使用したHistorisch-
kritischeGesamtausgabe.Bd．Ⅱにはこの,AuSwahll$版と初版が見開き
2頁で対照されているが，改作に施された表現の変更，分量の増加は比
較して実に著しい． さらにまた"Werke@!のDieZwillinge(1809)は再び
初版に最も近い稿体に戻されるなど，長い創作活動の殆んど全般を通じ
て， クリンガーはこの劇作品に関与し努力を傾けていたのであった．次
いで，掲載の作品目録に戻っていまひとつ見逃してならないことは，第
2巻の終りの,1792年の改作版に拠るとする,DieZwillinge,Trauerspiel
の存在である. 1792年の改作が,Auswahl"版の原型であるが，クリンガー
はさらにこの改作版から新しく生まれた三度目の修整版DieZwillingeを
ここに記載していたことになる．たしかに， この作品目録はニコロヴイ
ウスに提示された，収録予定の作品に関する原案の域にとどまるものと
解しても， しかし， これまで知られなかった斯様な手稿の存在によって，
同一作品の初版の他に，およそ30年後の最終稿体のそれまでもが一覧表
に加えられていたことが明らかとなり， この事実からしても，過去の所
産のどれにもまして， クリンガーはこの戯曲に対して愛着，いや執着を
さえ抱いていたといえよう．
クリンガーのSturmundDrangもそれぞれの悲劇の幕切れを以て終結
していた筈が， この作品のみは唯一その例外であり, "Werke"第1巻出
版の前後, 1809年6月のニコロヴイウス宛の書簡にクリンガーが回顧し
ているように,DieZwillingeこそ,,WerkderJugendkraft,wahrerAus-
druckderLeidenschaft"44であったのであり，自身のSturmundDrang
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I期の劇作の理念を余すところなく表現し得た会心の作として， またあの
時代の産物の唯一輝かしい記念碑として，ながくクリンガーの中に意義
を保ち続けたのであった．
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Über die Merkmale im Klinger-
Drama ~ Die Zwillinge~ 
Mitsutomo MARUYAMA 
Der Sturm und Drang findet nicht erst am Ende der Epoche, sondern 
bereits im fünften Akt jedes seiner Trauerspiele ein Ende. Diese 
Auffassung trifft auf Fr. M. Klinger (1752-1831) sehr zu, der mit seinen 
rasch erscheinenden Jugendwerken, vom Erstling ►Otto~ (1774) bis 
zum ►Stilpo~ (1777), eine intensive Tätigkeit als Dramatiker entfaltete, 
sich bald darauf jedoch zu der ersten Periode seines Schaffens auf 
Distanz hielt. Klinger schätzte aber sein drittes Drama: ►Die Zwillinge. 
Ein Trauerspiel in fünf Aufzügen.~ (1775) viel höher als seine übrigen 
Jugenddramen; d.h. das Trauerspiel blieb ihm noch länger in den 
Jahren in Rußland Gegenstand seiner dichterischen Beschäftigung, er 
bemühte sich mehrmals um Bearbeitungen der ►Zwillinge~ zwecks 
Veröffentlichungen. 
Die Ackermann-Schrödersche Truppe in Hamburg verkündete ein 
Preisausschreiben für ein gutes „Originalstück" im Februar 1775, und 
das den Bedingungen des Preisverleihers entsprechende Werk ►Die 
Zwillinge~ erhielt den Preis. In der Urteilsbegründung Fr. L. Schröders 
heißt es: ,, ... bis ihm (Leisewitzens ► Julius von Tarent~) das dritte 
(Trauerspiel) : Die Zwillinge, denselben (Preis) dadurch abgewann, daß 
es die mächtige gewaltige Triebfeder der unentschieden gebliebenen 
Erstgeburt voraus hatte. ,Wer beweist mir, daß nicht ich der Erstge-
borene von uns Zwillingen war?' Das entflammt den wilden hintennach 
gesetzten Guelfo, und darüber fallen sie beyde." Klinger ließ die Brüder 
als Zwillinge auftreten und stellte damit die Problematik der feudalen 
Rechtsordnung der adligen Familie in die Mitte. 
Guelfo beherrscht 2/3 aller - insgesamt 21 - Szenen des Stücks, 
Ferdinando tritt aber nur in 3 Szenen auf. In diesem Trauerspiel gibt es 
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also keinen Bruderkonflikt im eigentlichen Sinne. Alles Tragische 
geschieht und entwickelt sich im Innern des leidenschaftlichen 
grimmigen Helden Guelfo. Er haßt glühend seinen Bruder, der ihn um 
die Erstgeburt, die Liebe der Eltern und die geliebte Kamilla betrogen 
habe, er trotzt wütend der Rechtsordnung der Familie, die nicht im 
natürlichen Gesetz, sondern im eigenwilligen Entscheiden des Vaters 
begründet sei. Guelfo entschließt sich, von Haß und Trotz gejagt, zum 
Brudermord, um das Unrecht der Familienordnung zu rächen. Er 
zerstört somit die ganze Familie und sich selbst. 
Der Lauf der dramatischen Handlung ist mit dem inneren Vorgang 
Guelfos vereint. Grimaldi, sein Busenfreund und ein düsterer Melan-
choliker, spielt dabei eine entscheidende Rolle. Er zeigt ihm bald 
Mitgefühl für seine Erniedrigung, bald reizt er seinen Zorn über das 
Unrecht, und leitet ihn, so schlau aufhetzend, an zur Rache. Grimaldi ist 
ein geschickter Marionettenspieler und führt seine Puppe Guelfo, der 
Erstgeburtsrecht und Kamilla immer wieder zurückfordert, zur Mordtat. 
Guelfo spielt nach der Tat einen umgestellten Kain, er widersteht dem 
Vater, der den Brudermord ahndet, und verbirgt sich schließlich vor 
ihm. Guelfos letzte Geste, das Sich-Verhüllen, hat zweierlei Bedeutung. 
Es ist einerseits Selbstmord, andererseits sein bis zum Ende nicht 
gebeugter Protest gegen die unrechte Familienordnung. 
Klinger veröffentlichte nach der Auswanderung nach Rußland viermal 
seine eigenen Werke; ,,F. M. Klingers Theater" (1786-87), ,,Neues Theater" 
(1790), ,,Auswahl der dramatischen Werke" (1794) und „Gesammelte 
Werke in 12 Bänden" (1809-15). Er nahm in diesen Ausgaben nur ~Die 
Zwillinge~ als einziges Werk aus seinen deutschen Frühdramen auf. 
Unter den Handschriften Klingers, die das Freie Deutsche Hochstift zu 
Frankfurt besitzt, findet sich ein Prospektentwurf zur Ankündigung 
seiner Gesammelten Werke, den er einem Brief an den Königsberger 
Verleger G. H. L. Nicolovius (13. Nov. 1803) beilegte. Der Entwurf zeigt 
uns die merkwürdige Tatsache, daß der Verfasser neben dem 
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Anfangsstück des 1. Bandes noch einmal dasselbe Stück in der letzten 
Fassung zu Ende des 2. Bandes hinzufügte. Auch Klinger machte schon 
früh mit seinem Sturm und Drang ein Ende, doch das Jugenddrama, 
~Die Zwillinge~. wofür er so eine Vorliebe hatte, war und blieb 
ihm lebenslang das „Werk der Jugendkraft, wahrer Ausdruck der 
Leidenschaft" (8. Juny 1809 an Nicolovius). 
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